
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度  

白井市中学生平和使節団 

第１期派遣報告 

 

第１回派遣報告

派遣期間 

令和７年８月４日（月）       

                ～８月６日（水） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【募集・選考について】 

 ・対 象： 市内在住の白井市立中学校、国・県立や私立中学校生 

 ・選 考： エントリーシート、作文、面接等 

 ・その他： 白井市教育委員会が選考 

【選考結果】 

 ・市内中学校生徒１２名、千葉県立中学校生徒１名・・・・計１３名 

  （３年生１０名、２年生３名 ） 

【結団式及び第１回事前学習会】 

 ・令和 7年 7月 1７日（木）       白井市役所庁舎内 

【第２回事前学習会】     

 ・令和 7年 7月 29日（金）       白井市役所庁舎内 

【事後学習会】     

 ・令和 7年８月１９日（火）        白井市役所庁舎内 

 

R7.7.17 白井市中学生平和使節団結団式  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和使節団派遣に向けて（結団式にて） 

私たちは今、広島平和使節団としてここに集まりました。 この活動を通し 

て、被爆地・広島の歴史や平和の尊さについて深く学び、多くの人へと発信

していく大きな責任を担っています。私自身、これまで教科書や映像で原爆

の悲惨さについて学んできましたが、それはあくまで表面的な理解にすぎま

せんでした。これから実際に広島を訪れ、被爆者の方々のお話を直接聞いた

り、資料館を見学したりする中で、戦争の現実と平和の重みを心で感じてい

きたいです。  

また、私たちは未来を生きる世代として、戦争の悲劇を風化させない努力

を続けなければなりません。そのためにも、この経験を一人ひとりが自分ご

ととして受け止め、自分の言葉で語り、周りの人に伝えていくことが大切だ

と思います。  

平和とは、当たり前のようで、当たり前ではないものです。だからこそ、日

々の生活の中でも「人を思いやること」や「違いを認め合うこと」を大切にし

ながら、行動していきたいです。 

 令和 7年 7月 18日（木） 

              白井市中学生平和使節団代表 奥野 絢美   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月４日（月） 

 

 

～戦争や原子力爆弾に

よる被害の実相を知る～



 

白井市平和使節団NO.１1  

白井市平和使節団  令和７年８月４日 １日目 



戦争 
R7 平和使節団 1日目！ 

白井市平和使節団 No.7  



平
和
記
念
公
園
に
あ
る
こ
の
鐘
に
は
、
人
々
の

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。 

こ
の
鐘
が
つ
る
さ
れ
て
い
る
ド
ー
ム
型
の
屋
根

は
宇
宙
、
鐘
は
地
球
を
表
し
て
い
る 

ま
た
鐘
の
表
面
に
は
「
世
界
は
一
つ
」
を
意
味

す
る
国
境
の
な
い
世
界
地
図
が
描
か
れ
て
お
り
、

人
々
の
世
界
平
和
に
対
す
る
思
い
が
感
じ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
原
子
力
マ
ー
ク
が
刻
印
さ
れ
お
り
、

鐘
を
突
く
こ
と
で
原
水
爆
禁
止
を
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
鐘
に
は
銅
鏡
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

実
際
に
鏡
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が

鐘
を
突
く
人
の
心
を
映
す
と
さ
れ
て
い
る
。
鐘
の

周
り
に
は
蓮
と
浅
い
池
が
あ
る
。
八
月
六
日
、
広

島
中
の
医
療
機
関
で
包
帯
の
代
わ
り
に
蓮
が
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
浄
土
の
意
味
を
込
め
て
植

え
ら
れ
て
い
る
。
池
は
、
当
時
原
爆
を
受
け
て
亡

く
な
っ
た
人
々
の
最
後
の
言
葉
が
水
を
欲
し
て
い

る
も
の
だ
っ
た
た
め
、
と
さ
れ
て
い
る
。 

今
回
は
平
和
の
鐘
に
つ
い
て
を
取
り
上
げ
た

が
、
平
和
記
念
公
園
内
の
建
造
物
な
ど
に
は
本
当

に
些
細
な
と
こ
ろ
ま
で
人
々
の
平
和
に
対
す
る
思

い
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
。
私
も
そ
の
思
い

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
平
和
に
つ

い
て
考
え
な
が
ら
毎
日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
。 

 

 

令
和
七
年
八
月
四
日 

一
日
目 

白
井
市
平
和
使
節
団 

十
三  

普
通
、
と
は
何
か 

現
地
に
行
っ
て
わ
か
る
原
爆 

↑

川
の
反
対
側
か
ら
見
た
原
爆
ド
ー
ム 

広
島
の
原
爆
と
聞
い
て

皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か

べ
る
だ
ろ
う
か
。 

一
日
目
の
今
日
は
、
原

爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
公

園
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
を
訪
れ
、
ガ
イ
ド
の
小

池
さ
ん
か
ら
建
造
物
や
被

爆
者
の
方
々
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。
原
爆
が
、

こ
の
美
し
い
広
島
と
い
う

町
を
ど
れ
だ
け
壊
し
た
の

か
生
々
し
い
ほ
ど
に
実
感

し
た
。
私
が
今
日
の
中
で

最
も
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
資
料
館
で
の
展
示
物

だ
。
一
九
四
五
年
八
月
六

日
八
時
十
五
分
に
原
爆
が 

↑平和の鐘。８月６日に行われる平和記念式典

では、これと同じ鐘が鳴らされるという。 

鐘
に
込
め
ら
れ
た
思
い 

 

 

落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
の
瞬
間
ま
で
、
人
々
の
毎
日
の
生
活
は
続
い

て
い
た
。
暖
か
く
明
る
い
街
、
そ
こ
に
広
が
る
笑
い
声
。
戦
中
で
大
変

な
中
過
ご
し
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
こ
に
は
幸
せ
も
存
在
し
て
い
た
は

ず
だ
。
原
爆
が
落
ち
、
全
て
が
一
変
し
て
も
な
お
、
家
族
や
周
囲
の
人

の
た
め
に
身
を
粉
に
し
て
い
た
方
が
い
た
そ
う
だ
。
当
時
の
街
並
み
や

人
々
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
今
で
も
涙
が
零

れ
落
ち
て
し
ま
う
。
戦
争
や
原
爆
を
体
験
し
て
い
な
い
か
ら
何
だ
。
今

日
私
が
感
じ
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
文
字
や
数
字
か
ら
は
絶
対
に

読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
感
情
は
、
一
千
億
年
先
に
な
っ
て
も

全
世
界
の
人
間
が
体
験
す
る
べ
き
だ
。 

 

以
前
の
私
な
ら
、
初
め
の
問
い
に
対
し
て
「
何
百
万
人
も
の
人
が
命

を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
も
の
」
と
し
か
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
今
の
私
は
こ
の
回
答
に
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
三
日
間
を

通
し
て
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
、
第
一
回
白
井
市
平
和
使
節
団
と

し
て
の
責
務
を
全
う
し
た
い
。 

必
ず
訪
れ
る
平
和
な
未
来
を
願
っ
て 



 

八
番 



 白井市平和使節団  令和 7年 8月４日 
白井市平和使節団NO.３  

 



原爆ドーム
広島市に原爆が投下された際に被災した建物。もとは広島県物産陳列館という名前でした。
世界で初めて使用された核兵器の惨禍を現代に伝える貴重な遺跡であることから、1996年の12月に世界

遺産へ登録されており、その背景の悲惨さから、ポーランドのアウシュビッツ・ビルケナウナチス収容所
などと並ぶ「負の世界遺産」と呼ばれています。

平和の時計塔
1967年10月28日に建てられた時計塔。3本の鉄柱がそれぞれ60度ずつ

ひとひねりした塔上に、球体の三方を向いた時計が乗っています。高さ
は約20mほどあり、下の方が過去、中央のひねりは戦争、上の方は未来、
その上に乗った球は地球を表しています。
毎日8時15分(原爆が落とされた時間)に鐘がなりますが、8月6日(原爆が
広島に落とされた日)にはなりません。

2025/8/4 平和使節団 NO. 09



 

令和７年８月４日 

白井市平和使節団 

２番 村上 結咲  

 

 

この「平和の女神」

は、作業中に亡くな

った学生の慰霊碑。

上にハトがいて、そ

のハトは学生の代わ

りに飛び立とうとし

ている。女神に誰で

も祈れるよう、新

教・キリスト教・仏

教を表したものがあ

る。 

真 

２番 



 
白井市平和使節団NO.10   白井市平和使節団  令和７年８月４日  １日目 

 



  

白井市平和使節団  令和７年８月４日 １日目 
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白井市平和使節団 NO.４  



一日目（8月 4日）                     白井市平和使節団 No.５ 

≪広島の原子力爆弾≫ 

1945年の 8 月 6日の 8時 15分に広島市
に原爆が落とされ、約 7万人の人が亡くなり
ました。その後、重傷者や病気、放射性物質
の影響で亡くなった人も合わせると、１５万
人以上の人が亡くなったといわれています。 
原子爆弾と普通の爆弾の大きな違いは爆
発する位置です。普通の爆弾は地面に落ち
てから爆発しますが、原子爆弾は上空 600

メートルで爆発します。これにより、爆風
の範囲が広がり、放射性物質の拡散が効率 

よく行われ、被害をより広い範囲に与える 

ことができます。                                

 

原爆は、当時は世界で一番大きいといわれていたエ
ノラ・ゲイという飛行機によって落とされました。そ
の際に三角の橋（相生橋）に落ちるように計算しまし
たが、実際は広島赤十字病院に落とされ、多くの人と
医療機関に被害を与えました。病院内にいた看護師、
患者の全員がその場で亡くなりましたが、院長だけは、
出張で出ていたため生き残り、今でも病院が受け継が
れています。 

赤十字病院だけではなく市内の病院のほとんどが壊
滅的な被害を受け、怪我を負った市民の多くは十分な
治療を受けることができませんでした。原爆投下直後、
元安川や本川に多くの人が飛び込みました。落ちた時
の地上の温度は約 3000度から 4000度にもなり、被爆
者は水を求めて川に飛び込みましたが、水深が深かっ
たため、飛び込んだ人の大半はなくなりました。 

≪一日目を通して感じたこと・思ったこと≫ 

・改めて核兵器は強力な武器になることが分かった。これ以上被害を増やさないためにも核兵器を根絶する
ことが大切だと感じました。 

・落ちた時の爆風や建物の崩壊によって亡くなる人が多いと思っていたけれど、その後の放射性物質による
被害が大きかったことが分かりました。ケロイド（火傷によって過剰なコラーゲンが生成され、硬く、赤
く腫れあがった状態のこと）で苦しむ人が多かったことも初めて知ることができました。 

・資料館では家族の遺体を見つけた時などの悲しみや怒り、やるせなさが伝わってきました。遺品と共に書
かれている当時の心境や、状況を読むことで、被爆者にどれだけ深い傷を負わせることになったのかを感
じることができました。 

広島平和記念公園 

原爆ドーム 



 

 

白井市平和使節団No.1  

８月４日 
平和記念公園 

原爆ドームは元々物産陳列館だった。 

原爆ドームは原子爆弾の爆風で窓や壁が壊されたが、

平成８年に世界遺産、文化遺産に登録された。 

広島平和資料館では被爆者の持ちものや当時の状況の

証言、当時の写真・絵などが展示されていた。中学生の

当時の衣服→ 布がボロボロになっていた。 

平和記念公園では原爆の

恐ろしさ・広島に原爆が落

とされた理由が分かった。

広島平和資料館では当時の

残酷な姿に言葉を失った。 

現実で起こったことなの

かとショックを受けた。核兵器がこの世界からなくなり

ますようにと心から願った。 
 

中学生平和使節団 

白井市平和使節団No.1  



平和使節団 一日目  ８月４日              白井市平和使節団  No.６ 

〈平和記念公園〉 

もともと平和記念公園は、広島一の繁華街となっていて、周辺には川があり、軍需産業が盛んになってい
た。そのため、広島はアメリカ軍の原爆投下のターゲットとなった。また、相生橋は、川の上にＴ字にか
かっているため、上空から目立ちやすく、原爆を落とす目印とされていた。 

1945年 8月 6日午前 8時 15分、原子爆弾「リトルボーイ」が 相生橋の上空約 600mで炸裂した。火
の玉は、直径約 400mで、3000～4000度という強
い熱線、時速 1500kmの強烈な爆風、そして 0.2Gy

の強い放射線が街を襲った。この中で、放射線は
原爆が落とされたその瞬間だけでなく、一度浴び
た人は何十年もの間、放射線の影響を受けている。
原子爆弾により、多くの建物は崩れ落ち、今に残
っていないものがほとんどだ。けれど、相生橋は
壊れずに残り、原爆ドームは、鉄骨の骨組みや、
レンガなどが見えるものの、一部は奇跡的に残っ

た。爆心地近くにいた人の中で、燃料会館(現：平和記念公園レストハウス)の地下室に、資料を取りに訪
れていた人の一人だけが生き延びたといわれている。 

当時、戦争のために多くの大人が出動していたため、労働者が不足していた。そこで目をつけられたのは
中学生から高校生で、代わりに働かされていた。建物の解体作業に動員され、爆心地付近で作業の途中
で、原爆に遭い、約 6800人もの子供たちも命を落とした。 

そのため、広島平和記念公園の中には、亡くなった子供たちを象徴する鳥や、五重塔をモデルにした慰霊
碑、原爆による被害でなくなってしまった少女 12歳の佐々木禎子さんをモデルにした像がある。佐々木
さんは、2 歳で被爆し、12 歳のころに白血病を患った。病気の中で、佐々木さんは「折り紙で折り鶴を
折れば元気になる」と信じて、鶴を折り続けた。折った鶴は 1000 羽を超えるものだった。1000 羽を折
ったものの、佐々木さんの体が回復することはなかったが、佐々木さんの想いは今では世界中の人に伝

わり、多くの人が千羽鶴を捧げるようになった。 

像の下には次のような言葉が記されていた。 

 

「これはぼくらの叫びです 

これは私たちの祈りです 

世界に平和をきづくための」 

 

世界中から届いた千羽鶴は再生紙として利用され、多くの学校での卒業証書などに
使われており「平和を受け継ぐ」という意味が込められている。 

現在でも、原爆の影響を受けている人がいる今だからこそ、彼らの証言などを受け
取り、私たちが未来へと「平和」を受け継いでいくことが大切。 



 

現地ガイドさんと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月５日（火） 

 

午前：戦争の実相 

    広島復興の歴史を知る 

 

 午後：知識の発信・交流 

   「全国平和学習の集い」参加 

～Peace for Smile、             

Smile for Peace～ 

 

 



おりづるタワー
広島市にある13階建ての建物。13階は壁のない展望台になっ
ており、原爆ドームや平和記念公園が見渡せます。
またおりづる広場では、おりづるタワー専用の折り紙で折っ
たおりづるを「おりづるの壁」に投入することができます。世
界中から集まった平和への思いや祈りが積み重なって壁となり、
おりづるタワーが完成しているのです。

広島と夾竹桃
当時、広島に原爆が投下された際に「広島に緑が戻る
のは75年後になるだろう」と言われていました。ですが
原爆投下の約1ヶ月後、広島の土地に小さな芽が出まし
た。その芽は夾竹桃の芽で、当時復興のために懸命の努
力をしていた市民に希望を与えてくれました。
開花は夏で特に8月6日の平和記念日のころに花の盛り
を迎えます。

広島城
原爆投下の際に全壊し、13年後の1958年に鉄筋コンクリー

ト造で外観復元されました。広島の復興のシンボルとして親
しまれ、現在は主に広島の武家文化を紹介する博物館となっ
ています。国内外からの多くの観光客でにぎわっています。
2026年3月22日に閉城してしまいます。

2025/8/5 平和使節団NO. 09

広島には原爆の悲惨さを伝える施設がたくさんありま
す。写真では伝わりにくいことも多くあるので、実際に
訪れてみてはどうでしょうか。
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白井市平和使節団NO.１1  

白井市平和使節団  令和７年８月５日 ２日目 

 



 

令和７年８月５日 

白井市平和使節団 

２番  
２番 

 
がわかりました。 

 

 



 白井市平和使節団  令和 7年 8月５日 白井市平和使節団NO.３   

 



白井市平和使節団２日目                                       白井市平和使節団 No.12   

 

✓班別行動計画 
最初に平和記念公園レストハウスを見学。ここの歴史は、三十七人が被ばくしたうち、一人は地下室にいて奇跡的に生き残ったという記録がある。次に水

上クルーズに乗った。ノリのいい運転手と、そよ風とともに乗る船は、平和を感じとても心地よかった。運転手は数々の名所と、そこの特徴や歴史について細か

く話してくれて、とても勉強になった。最後におりづるタワーへ行った。自分独自の個性豊かな鶴を折ることができてとても有意義な時間を過ごすことができた 

 

✓平和学習の集い 
色々な人と議論し合うと聞いて少し緊張したが、グループの人が面白くて、楽しみながらディスカッションをすることができた。原爆を体験した才木さんの話や、概要説明

など、とても深く学ぶことができた。ディスカッションでは、全国各地から来た中学生とディスカッションをした。自分の番では、今まで調べてきたこと、それに対する考えを伝わ

りやすいように述べることができ、相手の番になったら、あいづちや、反応、拍手などで相手に話しやすい環境を作り、無事成功することができた。 

 

✓２日目まとめ 
今日の学習を通して、全国各地でも戦争での影響があり、戦争は大規模な被害をもたらすということに改めて気づいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「 第 1回全国平和学習の集い」 グループディスカッションを終えて  8月 5日（火）の部  ANA クラウンプラザホテル広島会場 

（参加自治体）福島県大玉村・千葉県白井市・東京都千代田区・神奈川県伊勢原市・埼玉県本庄市・新潟県妙高市・新潟県弥彦村 

             長野県塩尻市・静岡県袋井市・愛知県愛西市・岡山県倉敷市・広島県三原市・沖縄県石垣市                           おりづるタワーの折り鶴 

 



 

 

R7 平和使節団 1日目！ 
 

本当の平和とは？そしてそれはどうしたら実現できるのだろうか 学 

【番外編】おりづるタワーにて 

2016年に建てられ、最上階では鶴を折り、投下することができ、折り鶴は今約 30万個たまっている。その

うちタワー全体を満たしたら、再生紙に使われる。展望台から原爆ドームや爆心地を見ることができた。 
 

 

<第 1回平和学習の集いにて> 

✓当時 13歳で被爆した才木さんのお話で、原爆の悲惨さがよく伝わってきた。8/6での出来事や友人の被爆

のお話を被爆者本人から直接学ぶことで当時の状況や当時の人々が感じたことをより親身に知ることができた。 

そして、未来に向けて核の恐ろしさを世界の人々がもっと知るべきだということと、原爆死没者慰霊碑の碑文であ

る〝安らかにお眠りください 過ちは繰返しませぬから〟の意味を全世界に向けて崇高なメッセージとして残す必要が

あるというお話をいただいた。 

✓グループディスカッションでは、「今平和ではない状態とはどのようなことがあるか。またそれはどのようにしたら

なくなるのか」というテーマのもと、平和ではない状態という定義について意見をかわした。その結果、平和ではない

状態とは自分たちの日常や社会の中に潜む、人々が安心して尊厳をもって生きることを阻む様々な「見え

にくい問題」というものをさすと考えた。そういった状態をなくすために自分たちができる第一歩とし

て、お互いにリスペクトを忘れずに異なる文化を理解しようとする姿勢を持つことだと思う。 

。
平和を実現するために今から自分たちにできることとして世界で起きていることに目を向けることだ

けでなく学校や地域社会の身近な問題も平和ではない状態の一部としてとらえ、自分たちに何ができ

るか考えて行動する必要がある 

ま 

八
月 

五
日 

火
曜
日 

日
直 

 



 

令和 7年 8月 5日 

白井市平和使節団 13  



 

 

 

 
、 



平和使節団 二日目                     白井市平和使節団 No.５    

 

広島城は、江戸時代初期に毛利輝元によって建てられま
した。天守閣の高さは約 26.5mあり、三層構造で戦いやす
い設計になっていることに加えて、外見はとても美しいこ
とで知られています。原爆が落ちた際に爆風で大部分が飛
ばされましたが、その後再建されました。現在では、中に入
ると広島城の歴史に関わるものを見たり、歴史の流れを知
ったりすることができます。最上階は展望台のようになっ
ていて広島市内を一望することができ、広島でも人気の観
光名所となっています。 

被爆者である才木幹夫さんは、十
三歳の時に爆心地から 2.2km離れた
自宅で被爆しました。幸いにもその
時一緒にいた家族は全員無傷で無事
でした。しかし、家の前を被爆し大や
けどを負った人たちが通り、水を求
めてきたそうです。 

自分は助かっても友達や同級生が
亡くなったり、けがを負ったりして
苦労しているのに「自分はなんで生
き残ってしまったのだ」と罪悪感が
残り、被爆についての証言活動も
2024年から始めたそうです。 

左の写真は広島城にある、鉄砲で打つために作ら
れた穴です。敵が攻め込んできた時にはここから鉄
砲を打っていました。他にも、石垣を登ってくる敵
を倒すために作られた「石落とし」などを見ること
ができます。実際に刀を持つことができるブースも
あり、刀は約一メートルで、重さは約一キロもあり
ました。常に腰に差したまま行動しなければならな
かったので武士の左腰には相当な負担がかかって
いました。 

「第 1回全国平和学習の集い」 

   被爆体験証言より 



 
白井市平和使節団NO.10   白井市平和使節団  令和７年８月５日  ２日目 

 



 

白井市平和使節団NO.６  白井市平和使節団  令和７年８月５日 

 



 

「全国平和学習の集い」 全国の若者たちと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月６日（水） 

 

午前：平和記念式典参加 

   班別行動 

  ・第１回全国こども 

平和サミット  

・青少年文化イベント 他  

 午後：帰路に 

 

  





平和使節団 三日目  令和 7年 8月 6日         白井市平和使節団 No.５    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和記念式典は昭和 22年（原爆投下から 2年後）から始まり、現在まで行われています。この
式典は原爆で亡くなった人たちを慰霊することや、若い世代へ原爆の悲惨さを発信するなど様々な
意味があり、とても重要な行事として世界中から注目されています。 

今年の式典にも 120か国・地域が参加し、内閣総理大臣である石破茂氏も参加しました。核兵器
を今も保持している国としては、イギリス、フランス、インド、イスラエルなどが参加しました。
出欠の回答がなかった国もあったそうです。 

平和宣言は毎年式
典で広島市長が読み
上げるもので、最初の
式典で当時の市長が
読み上げたことから
始まりました。その年
の社会情勢などを見
て毎年内容は変わる
そうです。 

参加して思ったこと・感じたこと 

広島市平和記念式典 

 平和宣言 

 鳩の放鳥 

鳩を飛ばす理由は、鳩には平和や希望という意味が込
められていて、戦争を繰り返さないという想いを形にす
るためです。また、魂を天に送るという意味も込められて
おり、式典の中でも重要な儀式とされています。 

この鳩は飛ばされたあと、自力で飼育小屋まで帰って
くることができます。最近では、暑さや環境変化などで鳩
への心配の声も上がっており、風船や映像への移行も検
討されているそうです。 

・式典を毎年やっていることは知っていたけれど、今回参加したらすごく貴重な体験で、原爆や戦争についての興味・関心を高めることができました。 

・核兵器を持っている国の参加が意外と多くて、これを機に核兵器の研究や保持について考え直してくれたらいいなと思いました。 

・今回参加していなかった国については、一度参加してみてほしいと思った。 

・憲法にあるように、日本はもう戦争をしないことを誓っているけれど、他国が日本に攻め込んできたらどうするのか気になりました。 

・最初は式典に参加した実感がなかったけれど、鳩が飛ぶ様子や来賓の退場を見て、参加したという実感がわいてきました。 

・原爆で亡くなった人は顔が分かりにくいし、声も出せなずにいた人も多かったと思うが、どうやって自分の身内や友人などを見つけて名前を被爆者名
簿に載せることができたのか気になりました。 





 

令和７年８月６日 
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VRでの被爆体験
12歳の時に被爆した兒玉光雄さんの見た光景を「VR」で再現したものを体験しました。映

像では、兒玉さんが当時見た、傷ついた家族や友人の姿が映し出されます。視覚と聴覚を最
大限に使い、まるで自分がその場所にいるかのような感覚に陥るほど、鮮明に描写されてい
ました。
今までに、お話を聞いたり文章を読んだりして原爆の悲惨さや被害者への胸が痛む気持ち
を感じていましたが、今回の体験ではこれまでとは違う、原爆に対する恐怖心が芽生えまし
た。

私たちが世界平和のためにできることはとても少ないように思えます。ですから、まず
は学校や職場、家などの身近な所をみんなが安心して過ごせるような環境に整えることが
平和への第一歩になると私は思います。

2025/8/6 平和使節団 No.09

出典：【360°動画】兒玉光雄さんが語る被爆体験
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 白井市平和使節団  令和 7年 8月 6日 白井市平和使節団NO.３   
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 白井市平和使節団NO.10  白井市平和使節団  令和７年８月６日  ３日目 
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令和７年８月６日平和記念式典の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

～広島派遣を通じて～ 





 

 

 

 



白井市平和使節団派遣を通して                 白井市平和使節団 No.12  

 

 

 まず一日目。初めての広島では、平和資料館で戦時中の広島の状況、食糧不足、学徒出陣などについて、深く学ぶことができた。 

 次に二日目、班別行動で水上タクシーに乗り、川岸から広島市内を見学した。ガイドさんが教えてくれたことがたくさんあり、とても参考になった。午後の平和学習の

集いでは、全国の中学生とディスカッションすることができた。この機会はもう二度と訪れないと思い真剣に臨んだ。第二次世界大戦には、全国でたくさんの被害があ

ったことを知った。 

 最後に三日目。日本だけでなく世界も目を向けるような大きな式典に出席した。白井市の小さな一人だけど、出席することでいろいろな思いが感じ取れた。式典で

は、平和宣言や子供代表の言葉、内閣総理大臣や国連総長までもの人がこの式典に顔を出し、皆の前で代表としてお話をしてくれた。式典後は近くの国際平和会議場

に行き、VR等を見た。当時の広島や、原爆が落ちる瞬間の映像だ。言葉では表せないほどの大きな被害で、とても悲惨だったということを学ぶことができた。 

学んだこと 



左の写真は、高校生が被爆者の方のお話を
もとに当時を再現した絵です。文字だけでは
伝わりにくい光景を絵として表現し、被爆体
験を継承しています。
広島国際会議場の展示室では、描いた高校

生が訪れた人々に絵がどういうものなのか一
つ一つ丁寧に説明していました。同時に英語
の翻訳もされていて、多くの人に原爆のリア
ルを伝えていました。

また、広島市にはユースピースボラン
ティアという広島市在住または通学してい
る高校生、大学生のボランティア団体があ
り、外国人観光客に被爆の実相を英語で伝
える活動をしています。今回は全国の中学
生を集め、戦争や平和についてディスカッ
ションをする機会を設けてくれました。

このように広島市では高校生が被爆体験
を国内外に継承する活動をしています。

私は戦争について、国語の授業の物語ぐ
らいでしか習っていない気がします。学校
へ行っているだけでは、戦争を学ぶ機会が
少ないので、自ら積極的に学ぼうとするこ
とが大切です。
広島では、戦争を風化させないために

様々な取り組みをしていました。教科書で
学ぶだけでなく現地に行って見聞きするこ
とが重要だと思います。
私は広島で学んだことを忘れないように

今後も関心を持ち続けたいです。

2025/8/4～6 平和使節団NO.09

被爆を伝える取り組み
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白井市平和使節団  広島派遣を通じて 総まとめ 白井市平和使節団NO.３  
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白井市平和使節団  派遣を通して学んだこと 

 



 

白井市平和使節団NO.10   白井市平和使節団  令和７年８月４日～６日   

 



 

Peace Mission  

―Let’s Act for a Peaceful Future― 

 
 

平和な未来へ 

 終戦から 80年。被爆者がいない世界が近いうちにおとずれる。 

〝安らかにお眠りください 過ちは繰り返しませぬから〟原爆死没者慰霊

に書かれているこの碑文。それを実現するために、戦争や原爆を過去の

出来事として終わらせるのではなくそれらの記録を〝記憶〟とし心に宿

し、未来に向けて平和の尊さを発信し続けていきたいと思う。 

白井市平和使節団 No.７  



 

広島派遣を通して 

白井市平和使節団 
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令和７年８月１５日 

白井市平和使節団 １３ 

最終まとめ   

 私はこの夏、白井市平和使節団の一員として広島を訪れる機会をいただき、戦

争と平和について深く考えることができた。 

 原爆ドームなど被爆建物や平和記念資料館では、被爆当時の写真や遺品を目の

前にして、あまりの残酷さに何も言葉が出てこなかった。丸焦げになったお弁当

箱や三輪車を見て 8月 6日の朝もいつも通り起きて過ごしていたことを想像する

と、被爆したわけではないのに今でも胸を強く締め付けられ息ができないような

気持ちになる。 

実際に体験した被爆者の方々が当時のことを思い出すのは、どれほど辛いだろ

うか。それでも平和の実現のためにその体験や思いを私達に必死で語ってくださ

る被爆者の方々に本当に感謝しなければいけないと思った。しかし今、全国の被

爆者は１０万人を下回り、平均年齢は 86歳を超えてしまっている。「被爆者がい

なくなる日」が迫っている。だがそこで絶対に人々が紡いできた糸を切れさせて

はいけない。そのために私ができることは、まず今回広島の地で見て、聞いて、

感じたものを周りの人に共有することだ。以前の私のように、体験していないか

ら関係ないと思っている人に、私の心に刻まれたものや価値観の変化を伝えた

い。原爆は、「ただ教科書に乗っている過去の爆弾」ではないことをどうしても

伝えたい。私は今、平和使節団で体験したり学んだりしたことを英語で書き、一

つの本にまとめている。この本は、文化祭のような機会で展示することで生徒だ

けでなく小学生から高齢者まで、中学校に訪れた幅広い年代の方に私の思いを伝

えることができる。このように、これからも戦争と平和について絶えず考え、行

動していきたい。世界を平和にするのは、私たちだ。 

 

 

↑本川小学校に展示してある言葉。同じものが

広島平和記念公園の「原爆死没者慰霊碑」に彫

られている。「安らかに眠ってください 過ち

は繰り返しませぬから」この言葉を胸に、この

先も絶対に過ちを繰り返さぬよう平和を追求

していきたい。 

↑折り鶴タワーにて平和への念を込めて作った

折り鶴。このタワーにも広島の街にも外国人が多

く、原爆について知ろうとし、平和を願っている

人は世界中にいることを認識させられた。 



 

～広島の原爆について～ 

いつ     ：昭和 20年 8月 6日、午前 8時 15分 

どこに    ：広島県広島市、爆心地は広島赤十字病院 

どこが    ：アメリカ合衆国※当時世界一番大きかった
エノラ・ゲイという飛行機が落とした。 

死者数    ：14万人以上 

なぜ落とした？：戦争を早く終わらせるため、原爆の威力を
実験するため、ソ連への牽制など多くの理由
がある 

なぜ広島に？ ：アメリカ兵捕虜がいない、あまり空襲によ
る被害がない都市、三方が山に囲まれてい
る、晴天で見晴らしが良かったからなど 

どんな違いが？：普通の爆弾は着地してから爆発するが、原
爆は上空で爆破することで威力が増す。高度
9600mから落とし、600mのところで爆発し
た。 

 

平和の灯は、核兵器を世界からなくすことと、世界平
和の象徴として原爆投下から 19 年後に作られまし
た。火は世界から核兵器がなくなったら消えるように
なっており、今でも火は消えていません。また、平和
の灯の下には水が張ってあり、水を求めて原爆で亡く
なった方々が天国で水を飲めるようにと願いが込め
られています。火を灯している台は、両手を模した形
になっており、この手も平和の象徴となっています。 

・資料館では被爆者の皮膚の写真や当時の広島市の状況などの展示があり、かなりショックが大
きかったです。しかし、核兵器の恐ろしさを伝え、つないでいくことの大切さが分かりました。 

・被爆者の話を聞いて、その当時の絵を高校生が描くという取り組みがあり、展示を見ました。
絵と共に描かれていたコメントですごく印象に残ったものがあります。その人は建物の下敷き
になった人を助けている時に、火が回ってきたので逃げようとしたそうです。しかし、身動き
の取れなかった人が足首をつかみ、助けを求めたそうです。それでも振り切って逃げてしまい、
非国民と非難され苦しんだというものでした。 

戦争当時はそれほどまでに余裕がなかったことや、自分の身を守ることに必死だったのだと
いうことがとてもよく分かりました。 

 

３日間の広島派遣を経て                                      白井市平和使節団 No.５   

ＶＲ体験 ＮＨＫが製作した、兒玉光雄さんの体験談
をもとにした被爆体験の VRを体験しました。自分
がその場にいるように錯覚するほどリアルに作ら
れていて、当時の状況や悲惨さがより正確に伝わっ
てきました。最後に兒玉さんからのお話があり、そ
こでは自身の思いや考えなどが語られています。少
しグロテスクな映像もあるので注意が必要ですが
貴重な体験でした。 

≪3日間を通じて感じたこと・思ったこと≫ 



 

帰路 新幹線の車内で 



 

 

令和 7年度白井市中学生平和使節団 

 第 1期 派遣生徒  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ 氏 名 

1 鵜野 綾音 

2 村上 結咲 

3 奥野 絢美 

4 後藤 夢空 

5 鈴木 希美 

6 島田 紗那 

7 鵜沼 翔里 

8 八ツ橋 広希 

9 林 美晴 

10 木村 雄太郎 

11 樋田 潤美  

12 安達 理晴 

13 井上 美咲 

令和７年８月５日 

「平和学習の集い参加証」を手に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1期中学生平和使節団派遣事業を終えて 

 

被爆から 80年目の節目に、白井市として初めての平和使

節団を広島へ派遣しました。 

派遣後の８月１９日、事後学習会を行いました。現地で学

んだことや感じたことを議論し、自分の考えを整理すること

ができました。その姿から実り多き派遣であったことを感じ

ました。 

また、8月２０日になし坊ホールで行われた「スクールサ

ミット」にも参加。午前と午後の部の最後に平和使節団の意

義や平和について、自分たちの言葉で発信することができま

した。 

9月以降、中学校では派遣報告会が実施されました。その

際の内容は小学生向けに編集して市内全小学校に配信いた

しました。 

白井市から平和の輪が広がり始めています。次年度以降、

２期生、３期生が更にその輪を広げていけるように支援して

まいります。 

               

白井市教育委員会 
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令和 7年度第１期白井市中学生平和使節団 
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～８月６日（水）


